
令和３年度　芦屋市障がいを理由とする差別のない誰もが共に暮らせるまち条例（愛称名：芦屋市共に暮らすまち条例）関連施策総合評価結果 資料４

1-1
市民及び事業者の理解を深める
ための研修等の実施

1-2
障がいのある人とない人との相
互理解を深めるための事業等の
実施

合理的配慮の提供支援に関す
る施策

2
合理的配慮の提供支援に関する
事業の実施

【意思疎通支援事業】
・手話通訳者の派遣・要約筆記者の派遣を合計１２９回実施した。
・点字広報（点訳２５回（対象者６名））・声の広報は（音訳２４回（対象者１５名））実施した。

【バリアフリー】
・小中学校の建替え、改修工事においてバリアフリー化を推進した。
・道路、公園等のバリアフリー化工事を実施した。

【差別解消】
・条例の施行に併せ民間事業者に対して「合理的配慮提供支援助成事業（障がいのある人に必要な合理的配慮を提供した
際に、その費用の一部を助成する事業）」を実施し、６事業者に対して助成を行った。

・助成事業を６事業者にされているが、障がい理解をさらに深めてもらうためにも助成による効果
などをアンケート等してはどうかと思います。

・他事業者で障がい理解のある事業者を紹介してもらえれば、さらなる拡がりがあると思います。

・物理的なバリアフリーだけではなく、交流を通して様々な方との関係がバリアフリーになればい
いと願います。

Ｂ

社会参加の機会の拡大 3
社会参加の機会を拡大する事業
等の実施

【就労】
・就労の場において、障がいによる困難さがあることを理由に不利益が生じることがないよう、阪神南障害者就業・生活
支援センターの就労支援員を中心に、関係機関との連携を図った。
・令和３年度に障がい者枠の会計年度任用職員を募集・採用した結果、障がいのある人の法定雇用率が２．８１％となっ
た。

【バリアフリー】
・公共施設等のバリアフリー情報を芦屋市ホームページにおいて提供していることに加え、子育て応援アプリでの情報発
信を行っている。
・兵庫ゆずりあい駐車場制度及びヘルプマーク・カードについて、広報あしやなどを通じて周知・啓発に努めた。

・「居場所づくり」という言葉が障がいだけではなく様々な分野で聞かれるようになりましたが、
それだけ今地域では「居場所」が課題になっていると感じています。社会福祉協議会で「プラスワ
ン事業（多世代交流拠点事業）」が実施され、そこでいくつかの居場所が活動していますが、開所
時間が１５時までなので障がいのある人の通所後の居場所にはなり得ません。夕方の居場所をどう
するかが課題だと感じます。

・今取り組んでいる居場所づくりが一時的なものにしないための工夫（予算化するとか）が必要だ
と思います。

・芦屋市は障がいがあっても地域で学び・育つということを大切にしているが、重度の方の卒業後
の居場所が足りていないと感じる。

・芦屋市の法定雇用率は達成されましたが、さらに他の部署への拡がりを期待します。

Ｂ

政策形成過程への参画 4 政策形成過程への参画

・自立支援協議会、社会福祉審議会、バリアフリー推進連絡会等の附属機関において、障がいのある人やその家族の方に
参画していただいた。
・第一跨線橋工事について、身体障害者福祉協会に説明をした。
・JR芦屋駅の改修工事の際に、適宜障がい者団体に情報提供をした。

・特に意見なし Ａ

○芦屋市自立支援協議会　総合評価所見

【障がいの理解に関する施】
・イベント開催等の各場面における障がい児者の情報発信は機能しており、障がいの理解は地域との連携により各段に進んでいるように思います。しかし教育はもとより、組織間の連携の方法に工夫が必要であるとの意見もあり、課題検証が必要です。
・障がいのある人やその家族と民生児童委員との繋がりがまだまだ希薄であるため、災害時支援を切り口とし平常時からの繋がりづくりの取り組みを検討してください。
・ポータルサイトやSNSなど新たな形での情報発信に取り組まれていますが、まだまだ周知が行き届いていません。イベントや事業所紹介だけでなく、市内の居場所情報やイベント報告なども発信するなども検討してください。

【合理的配慮の提供支援に関する施策】
・施策事業は順調に実施されている。バリアフリーも改善されたところが多くあります。ただし利用しづらい箇所も見受けられるとの意見もありますので検討してください。

【社会参加の機会の拡大】
・社会参加の機会が増えており、取組としては概ね順調です。しかし障がい種別による社会参加の頻度にばらつきがあるとの指摘もありますので検討してください。
・「社会参加の機会の拡大」における「居場所づくり」では、障がい分野に特化した居場所づくりもそうですが、既存の他分野（こども、高齢分野等）の居場所との協働の取り組みも検討してください。
・芦屋市役所での障がい者雇用について、他部署での雇用が可能かどうか検討してください。

【政策形成過程への参画】
・政策形成過程における協議の場においては妥当なものとなっています。引き続き関係者の意見を集約する場を作ってください。

自立支援協議会意見 総合評価
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【イベント】
・自立支援協議会で、「障がい児者にかかわるボランティアを増やし、地域の障がい理解を広め、将来の人材確保につな
げる」ことをテーマに設定し、市役所北館展示スペースにおいて障がい理解に関する掲示をした。
・市民活動センターリードあしやと協働し、「～あしや市障がい者施設巡り～デジタルスタンプラリー」を開催し、障が
い福祉事業所を広く市民の方に知っていただく啓発イベントを実施した。
・コロナ禍で販売機会が激減した市内障がい福祉サービス事業所を支援するため、コープこうべの店舗内の空きスペース
を利用し授産品を販売する「つながるマルシェ」を実施し、障がいのある人が作る授産品を通して、障がい理解啓発に取
り組んだ。
・「障がい児・者作品展」を開催し、前年度を上回る作品数の出展があった。令和３年度は市役所北館展示スペースでも
実施した。
・芦屋の障がい福祉がまるっとわかる「まるっと説明会2021」をWEBで実施した（コロナ感染者数が増加傾向であったた
め）。

【障がい理解促進】
・民生児童委員協議会、地区福祉委員会において、「発達障がい」に関する研修等を実施した（育成会、発達障害者支援
センター、基幹相談支援センター等）。
・幼稚園、小中学校、高等学校において、視覚障がい者、聴覚障がい者、肢体不自由者など当事者の講話や、車いす、ア
イマスク体験により障がい者理解を進めることが出来た。

【情報発信】
・広報１２月号において、障がいに関する特集記事（令和３年度は発達障がいに焦点を当てて特集）を掲載し、啓発に努
めた。
・芦屋市自立支援協議会が管理しているSNS（Instagram・Twitter）において、障がいのある人に対するボランティア活
動団体の紹介を行った。

【差別解消】
・条例をより身近に感じていただくため、愛称名を募集し、７６人の方から８３作品の応募があり、選考した結果「芦屋
市共に暮らすまち条例」に決定した。
・条例の内容を知ってもらうために、障がい福祉サービス事業者や民生・児童委員障がい者部会の方などに研修を実施し
た。

・障がい理解に関する施策をたくさん実施しており、以前と比較すると市民の意識・障がい理解は
向上していると感じますが、地域に何ができるのか・責任ある行動ができるのか、そこの課題は昔
から変わっていません。

・障がいに対して差別という言葉がなくなり、共生社会の仲間である自覚が持てるような環境づく
りに引き続き期待しています。

・障がいのある人から「民生委員との繋がりが少ない」という意見がありますが、民生委員として
も地域での結びつきが少ないと感じています。今年度自立支援協議会専門部会の中で「居場所づく
り」に焦点を当てて取り組まれていますので、交流を図ることができればと思います。

・それぞれの事業で成果をあげているので、それら点が線になり面になるよう展開していただきた
い。

・要望などハードルが高い意見もありましたが、市民から意見を吸い上げることは今後も必要だと
思いました。

・毎年専門部会を通じて様々な事業が展開されていますが、その一方で実務者会で課題と設定され
たものの専門部会では取り上げられず課題として積み残されているものもあります。残された課題
すべてを市が担う必要はないと思いますが、緊急性が高い・困っている人が現に存在するような課
題を動かす仕組みも検討する必要があると感じています。

・教育との連携（教育分野へのアプローチ）も今後必要だと感じました。

・市民とともに考えられている事業であるため、身近に取り組めるものになっていると感じます。

・引き続き学生とのコラボレーションを展開して欲しい。

障がいの理解に関する施策

取組施策体系 令和３年度特徴的な取組



芦屋市障がいを理由とする差別のない誰もが共に暮らせるまち条例（愛称名：芦屋市共に暮らすまち条例）関連施策評価シート

障がい者差別解消支援地域協議会 障がい者団体

意見 意見

1-1
市民及び事業者の理解を深める
ための研修等の実施

1-2
障がいのある人とない人との相
互理解を深めるための事業等の
実施

合理的配慮の提供支援に関す
る施策

2
合理的配慮の提供支援に関する
事業の実施

【バリアフリー】
・バリアフリーマップ（エレベーター・多目的トイレ・スロープ等の設置状況が
分かる地図）が欲しい。
※他市から初めて芦屋に来られる方もスムーズに移動できるように。
・小学校への進学だけではなく、中学高校への進学の際も、もっと教育委員会と
しての関わりが必要。

【その他】
・合理的配慮を浸透させるため、核となる人（ボランティア・各種コーディネー
ター・奉仕員等）を育てていくことに注力されている点が素晴らしい。

【バリアフリー】
・山手側の道路整備が進んでいないように感じる。車椅子が通りづらい場所があ
る。
・JR芦屋に商業施設が建設されたが、一部手動ドアがあるため入りづらい。
・障がいの有無に関わらず、歩きやすい道路になればいい。

【差別解消】
・合理的配慮に関する相談窓口（障がい福祉課）をもう少し周知した方がいい
（どこに相談していいか分からなかった）。

社会参加の機会の拡大 3
社会参加の機会を拡大する事業
等の実施

【就労】
・様々な取組に対する評価だけではなく、結果的にどの程度就労する人が増加し
たのか等数値的な尺度を加えることが望ましい。

【社会参加】
・市の主催で映画上映会をしているが、聴覚障がい、視覚障がいの方にとっては
バリアを感じるため、バリアフリー上映会（ＵＤキャスト対応）を増やして欲し
い。
※逆にバリアフリー対応していない上映会は、「字幕・音声ガイドなし」と表記
すると確認の手間を省くことができる。

【就労】
・令和３年度に採用された方は、大半が知的障がい・精神障がいのある人で、主
に公立こども園・保育所・幼稚園に配置されたと聞いた。これまで障がい者雇用
は身体障がいのある人がメインだったので、引き続き知的・精神障がいのある人
ができるような仕事を見出して欲しい。

【バリアフリー】
・車椅子が借りられる場所の情報があると、市外から来られる人も安心して来る
ことができる（民間事業者も含めて）。
・かつては物理的なバリアがクローズアップされたことで、道路・建物等バリア
フリーはある程度進んできたと思う。今後は精神障がいのある人へのバリアフ
リーをどのように進めて行くのか課題だと思う（家に引きこもり外出できない方
（家がバリアになっている）が一定数いると思うので、そこへの支援が今後必
要）。

政策形成過程への参画 4 政策形成過程への参画 意見としては特になし 意見としては特になし

【イベント】
・この数年で様々なイベントが開催されており、ありがたいと思う。ぜひ継続し
て欲しい。
・デジタルスタンプラリーで作られた動画は、まるで市内障がい福祉サービス事
業所に訪れたかのような感覚になり、とても面白かった。
・これだけのイベントを実施しているのに、市民の方は知らない方が多いと思
う。あとは発信の仕方に工夫をしてみてはどうかと思う。
・コロナ前に実施されていた「運動会」「年末の集い」は障がいのある人にとっ
ての社会参加、地域との繋がりという面で大きな役割を果たしていたため、コロ
ナが終息すれば開催して欲しい。

【障がい理解促進】
・民生児童委員の方との繋がりがあまりなく、地区で誰が担っていただいている
のか知らない方が多いと思う。民生児童委員の方と障がいのある人とが交流でき
るような機会があるといいなと思う。※災害時に備えて連携を図ることができれ
ばいいと思う。

【情報発信】
・自立支援協議会でInstagram・Twitterを実施しているが、SNSは使っている年代
によって種類が違うので、ぜひFacebookもやって欲しい（40代以上の方が使って
いるSNSはFacebookが多いため）。また、投稿内容も見せ方を工夫すれば、フォロ
ワー数が増えると思う。
・あしやねっと♪でいろいろ情報発信をしてくれているが、情報が古い場合があ
るので随時更新してもらえればと思う。

施策体系 取組
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障がいの理解に関する施策

【イベント】
・各所管課で様々な取組をされていることを知ることができた。
・こうした取組を絶やすことなく継続していくことが大切。
・取組の評価としては総じて各所管課が前向きに取組んでおり有難く感じるが、
一方で一市民の目線からすると、このようないい取組を知る機会がまだまだ少な
いと思う。

【情報発信】
・芦屋市自立支援協議会としてSNSの発信は有効ですが、フォロワー数がまだまだ
少なく市民の目に触れる機会が少ないのが実情（芦屋市のアカウントや「＃
ashiyagram2022」なども連動させて投稿するとともに、発信の頻度をあげていっ
た方がいいと思う）。
・あしやねっと♪のホームページは親しみやすく分かりやすい。
・あしやねっと♪が更新された際に、SNSで更新されたことを発信していけば周知
も上がる。
・あしやねっと♪などSNSの存在を知らない人が多いので周知啓発を。

【その他】
・実際に民生児童委員の方と会ったことも交流したこともありません。地域で暮
らしている障がい者・児と民生児童委員の交流の場を設けてはどうか。災害時な
ど困った時の安否確認やサポートがスムーズに行えるようになる。
・福祉教育活動について、視覚障がいだけではなく聴覚障がい、内部障がい、上
下肢障がい、発達障がいなど様々な障がいについて取り上げて欲しい。
・地域での避難訓練に様々な障がいのある人も参加していただき、どのような対
応が必要か訓練も含めて地域の方たちと一緒に考えていける機会を作ってはどう
か。


